「第５期障がい福祉計画及び第１期障がい児福祉計画【障がい者支援・えべつ２１プラン】」（案）市民意見
募集結果について
（市民意見募集期間：平成２９年１２月２６日から平成３０年１月２５日まで）
平成３０年２月
江別市健康福祉部福祉課
　　　　　　　　　　　　　　　　　子育て支援室子育て支援課

市民意見募集の結果概要
■意見の募集結果

	募集期間
	平成２９年１２月２６日（火）から平成３０年１月２５日（木）まで

	提出者数
	　２名

	提出件数
	　３件


■意見の反映状況

	区分
	意見の反映状況
	件数

	Ａ
	意見を受けて案に反映したもの
	０

	Ｂ
	案に意見の趣旨が既に盛り込まれているものと考えられるもの
	１

	Ｃ
	案に反映していないが、計画の展開にあたって参考等とするもの
	１

	Ｄ
	案に取り入れなかったもの
	０

	Ｅ
	その他の意見
	１

	
	合　　　　　計
	３


■いただいたご意見の内容等（個人を特定できる内容が含まれている部分については一部要約していますが、提出いただきましたご意見は、できるかぎり原文のとおり掲載しております。）
○第５期障がい福祉計画及び第１期障がい児福祉計画【障がい者支援・えべつ２１プラン】（案）について

	連番
	意見の内容
	市の考え方
	区分

	１
	障がいの有無、障がいのある人と健常者の障壁をこえた、平等な価値観のもと生活をしてゆく考え方を専門用語でありますが、「ノーマライゼーション」といいます。
私がかつて住んでいた美唄市は福祉のまちとして有名で、知的障がい者施設が多いまちであり、そうした人たちを受け入れる、そこに住む人もあたたかい心をもった人たちが多かったように思います。私自身も、現在うつ病で精神科に通院し、３級の精神障害者保健福祉手帳を持っています。江別市においても、「障害」の表記は、「障がい」とするなど、そうした障壁を取り除く努力がなされていると感じています。こうした動きがより強まるよう、行政としてもよりいっそうの努力がなされることが期待されるばかりです。
	　ノーマライゼーションの推進は重要なことから、障がい者支援・えべつ２１プランの基本目標２に「ノーマライゼーションの推進による理解と交流の拡大」を掲げて施策の展開に努めているところです。今後においても、第７章（２）に記載しているとおり、「障がいに対する理解促進及び障がいのある方への配慮」として、障がいに対する理解を促進するための啓発や障害者差別解消法の施行を受けて障がいのある方が必要な配慮を受けられるよう体制整備に努めることとしており、引き続きノーマライゼーションの推進に努めてまいります。
	Ｂ

	２
	４月から導入する自立生活援助で一般就労している人でも対象なのかどうかを知りたいです。
	　４月から創設される自立生活援助の対象者につきましては、障害者支援施設やグループホーム等を利用していた現に家族と同居している又は一人暮らしをしている障がいのある方で、一人暮らし（の継続）を希望する方とされているところです。なお、利用に当たっての詳細な要件等がまだ示されていないため、改めてお知らせする予定です。
	Ｅ

	３
	十勝の本別町では高齢者と障がい者のアパートなどの入居支援を行っていると新聞に掲載されていました。江別市でも同様の支援を希望します。
	　障がいのある方が住み慣れた地域で自立した生活を送ることができるよう、相談支援事業所をはじめ関係機関と連携しながら、情報提供やグループホーム等の障害福祉サービスの提供など、障がいのある方の住まいの支援に努めてまいります。

いただいたご意見につきましては、今後の障がい福祉施策を展開していくうえでの参考とさせていただきます。
	Ｃ



